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メールアドレス

科目名 卒業研究Ⅱ 石松秀文・小田義樹(ｲｼﾏﾂ・ｵﾀﾞ)

開講年次 クラス

授業形態 単位数 2

ナンバリング 実務経験

グループ活動・質問  （研究活動の課題・成果）　ヒヤリング② 調査・研究

スポーツ・経済を中心に関心のあるテーマを自分自身で設定し、そのテーマについて文献調査・現地調査を行い卒業研究の作成
を行う。年度末には研究発表会を開催し、発表する。

１．レポートの書き方の基本が身につく。
２．問題発見能力と問題を解決するための調査・研究手法が身につく。
３．人前で研究成果を発表できる。
４．他者の発表に耳を傾け理解し質問したり討議する力が身につく。
５．１年かけて研究レポートを完成する。

授
業
計
画

授業内容 授業外学習（内容と時間）

卒業研究Ⅱ　ガイダンス（卒業研究Ⅱスケジュール　等） 調査・研究

卒業研究進捗状況発表  （研究活動の課題・成果）　ヒヤリング① 調査・研究

グループ活動・質問 調査・研究

グループ活動・質問 調査・研究

グループ活動・質問 調査・研究

卒業研究　第一稿提出 調査・研究

グループ活動・質問 調査・研究

グループ活動・質問 調査・研究

グループ活動・質問  （研究活動の課題・成果）　　ヒヤリング③ 調査・研究

卒業研究　最終提出 調査・研究

グループ活動・質問　ヒヤリング④ 調査・研究

卒業研究発表会 調査・研究

グループ活動（卒業研究相互評価） 調査・研究

まとめ

教科書 なし

参考書 なし

成
績
評
価

方法 備考

卒業研究成果
自分の興味・関心を深め、キャリアや社会と結びついたものになっている
か。

卒業研究ファイル　記録 主体的に学習に取り組み、学びに向かう力を備えることができているか。

ヒヤリング・発表 集団面接を実施し、人前で論理的に自己の考えを説明できるか。

履修上
の注意

卒業研究Ⅰ・Ⅱの計30時間で、卒業研修を作成していきます。各自の研究課題に主体的・意欲的に取り組む姿勢で履
修してください。

オフィスアワー
h_ishimatsu@orioaishin.ac.jp
oda@orioaishin.ac.jp


